
愛
の
ふ
れ
あ
い
会
食
事
業
は
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

と
会
食
を
行
う
自
治
会
や
高
齢
者

ク
ラ
ブ
等
が
対
象
で
、
一
団
体
の

人
数
は
概
ね
十
人
か
ら
五
十
人
以

下
で
す
。
実
施
回
数
は
年
十
二
回

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
助
は
、
配
食
費
用
の

う
ち
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
食
材
費
に
対
し
て
影
響
相
当

分
を
上
乗
せ
す
る
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
市
か
ら
の
委
託
料
は
４
９
５

円
だ
っ
た
も
の
を
６
９
円
上
乗
せ

し
５
６
４
円
と
す
る
も
の
で
す
。

利
用
者
負
担
は
、
こ
れ
ま
で
通
り

２
０
０
円
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
補

正
予
算
額
は
、
四
百
九
十
六
万
円

で
、
来
年
三
月
ま
で
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

六
月
末
の
地
元
紙
に
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
制
度
不
安
、
返

納
相
次
ぐ
」
と
い
う
見
出
し
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
巡
り
、
住
民
が
制
度
へ

の
不
安
や
不
信
感
を
理
由
に
カ
ー

ド
を
自
主
返
納
し
た
ケ
ー
ス
が
五

月
以
降
、
鹿
児
島
県
内
の
少
な
く

と
も
八
市
町
で
十
三
件
あ
っ
た
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島

市
で
は
、
五
月
の
返
納
は
前
年
同

月
の
二
倍
の
一
四
七
件
に
上
っ
て

い
る
も
よ
う
で
す
。

先
月
の
厚
生
労
働
省
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
誤

登
録
は
七
三
〇
〇
件
に
及
び
、
共

同
通
信
に
よ
る
世
論
調
査
で
は
、

来
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止
は

「
延
期
す
べ
き
」
が
三
八
・
三
％
、

「
撤
回
す
べ
き
が
」
が
三
三
・
八

％
。
実
に
七
二
％
が
廃
止
に
反
対

で
す
。

政
府
は
そ
も
そ
も
昨
年
六
月
の

段
階
で
は
現
行
の
健
康
保
険
証
の

選
択
制
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
が
、

事
実
上
の
強
制
に
転
じ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
選
択
制
で
は
ダ
メ
な
の
で
し
ょ

う
か
。

社民・立憲・市民フォーラム ２０２３年６・９月議会号

身近な市民相談は、電話：090-4344-6145まで、お気軽にご相談ください。

鹿児島市議会議員 大森 忍

自宅 ： 鹿児島市武岡４－６－１４

携帯電話 ： 090-4344-6145
略歴

2004年(平成16年)鹿児島市議会
議員に初当選、現在５期目。その

他、武岡台コミュニティ協議会会

長・武岡台児童クラブ会長

学校給食費支援補助金
学校給食費支援補助金は、物価高騰の影響を受ける保

護者の負担軽減を図るため、学校給食を実施する市立

小中学校に対し、学校給食費の一部を支援するもので、

鹿児島市が９月から１１月までの３か月相当分を補助

します。予算額は９億５０３４万４０００円です。

市
議
会
六
月
定
例
会
は
、
六
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
食
材
費
や
燃
料
費
の
物
価
高
騰
分
に
つ
い
て
、

必
要
な
経
費
を
支
援
す
る
為
の
多
く
の
事
業
が
提
案
さ
れ
、
そ

の
為
の
補
正
予
算
が
可
決
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
事
業
に
つ
い
て
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

愛
の
ふ
れ

あ
い
会
食

事
業

停
留
所



物
価
高
騰
に
直
面
す
る
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
園
児
に
給
食
を
提

供
し
て
い
る
保
育
所
に
対
し
て
必

要
な
経
費
を
支
援
す
る
目
的
で
、

上
記
の
表
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

二
万
五
百
九
〇
人
の
園
児
を
対
象

に
、
令
和
六
年
三
月
ま
で
の
一
年

間
支
援
を
す
る
も
の
で
、
約
一
億

七
千
九
一
万
円
の
予
算
額
で
す
。

尚
、
私
学
助
成
を
受
け
る
未
移

行
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
県
が
実

施
し
、
市
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

原
形
予
算
（
賄
材
料
費
）
に
て
対

応
し
ま
す
。

市
内
の
保
育
所
等
（
市
立
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
）
に
勤
務
す

る
保
育
士
等
（
保
育
士
・
保
育
教

諭
・
幼
稚
園
教
諭
）
の
処
遇
を
改

善
す
る
こ
と
で
、
保
育
士
等
の
確

保
や
職
場
定
着
及
び
離
職
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
常
勤

保
育
士
は
月
額
二
万
円
、
非
常
勤

保
育
士
は
月
額
一
万
円
を
保
育
所

等
を
通
じ
て
支
給
し
ま
す
。
対
象

期
間
は
、
令
和
六
年
三
月
ま
で
の

九
ヶ
月
間
で
、
事
業
費
は
約
六
億

六
千
八
百
五
十
七
万
円
で
す
。

保
育
士
等
（
保
育
士
・
保
育
教

諭
・
幼
稚
園
教
諭
）
の
保
育
所
等

（
私
立
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
）

へ
の
就
職
を
広
く
促
し
、
保
育
人

材
の
確
保
や
職
場
定
着
及
び
離
職

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
奨
学
金
を
利
用
し
て
保

育
士
資
格
等
を
取
得
し
、
市
内
の

保
育
所
等
に
就
職
し
た
保
育
士
等

の
奨
学
金
返
済
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

対
象
者
の
要
件
と
し
て
は
、
雇

用
時
期
は
問
わ
ず
、
指
定
保
育
士

要
請
施
設
等
に
て
奨
学
金
で
資
格

取
得
し
て
お
り
、
自
ら
奨
学
金
を

返
済
し
て
い
る
方
で
、
保
育
士
等

と
し
て
従
事
し
て
い
る
こ
と
。
補

助
額
は
月
一
万
三
千
円
で
三
年
間

補
助
を
し
ま
す
。
対
象
人
員
を
一

三
四
人
と
し
て
、
六
月
補
正
で
約

二
千
一
〇
〇
万
円
、
総
額
で
五
千

四
六
〇
万
円
の
事
業
費
で
す
。
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保
育
士
等
の
処
遇
改
善
と
物
価
高
騰
対
策

～
子
育
て
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
～

保
育
所
等
給
食
費

支
援
補
助
金

民
間
保
育
士
等
処

遇
改
善
補
助
金

六
月
四
日
に
武
岡
台
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

に
よ
る
環
境
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
武
岡
台
小

学
校
前
の
歩
道
橋
の
整
備

の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
市
長
に
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

保
育
士
等
奨
学
金

返
済
補
助
事
業

歩
道
橋
の
整
備
を



問

使
用
者
の
資
格
条
件
、
申
請

方
法
、
金
額
の
根
拠
（
合
葬
室
一

柱
に
つ
き
三
万
八
千
円
、
個
別
埋

蔵
室
一
柱
に
つ
き
八
万
八
千
円
）

及
び
決
済
方
法
は
。

答

市
営
合
葬
墓
の
使
用
者
の
資

格
は
、
本
市
に
住
所
を
有
し
、
一

年
以
上
居
住
し
て
お
り
、
本
市
内

の
墓
地
お
よ
び
納
骨
堂
の
い
ず
れ

の
使
用
権
も
有
し
て
お
ら
ず
、
埋

蔵
又
は
収
蔵
し
て
い
な
い
焼
骨
を

保
有
し
て
い
る
方
、
市
営
墓
地
又

は
市
営
納
骨
堂
の
使
用
者
で
、
当

該
墓
地
又
は
納
骨
堂
を
返
還
す
る

た
め
の
改
装
先
と
し
て
合
葬
墓
を

使
用
す
る
方
、
本
市
に
あ
る
共
同

墓
地
の
使
用
者
で
、
当
該
墓
地
を

返
還
す
る
た
め
の
改
装
先
と
し
て

合
葬
墓
を
使
用
す
る
方
と
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
市
長
が
特
別
の

理
由
が
あ
る
と
認
め
る
方
と
し
て
、

死
後
事
務
委
任
契
約
の
受
任
者
を

規
則
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、

窓
口
、
郵
送
な
ど
で
受
け
付
け
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
使
用
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
整
備
費
用
や

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
を
も
と

に
、
合
葬
室
及
び
個
別
埋
蔵
室
の

面
積
な
ど
を
ふ
ま
え
設
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
決
済
方
法
は
、
使

用
者
に
納
入
通
知
書
を
送
付
し
、

対
応
の
金
融
機
関
等
に
お
い
て
、

一
括
で
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

問

埋
蔵
件
数
の
根
拠
と
全
体
が

埋
ま
る
ま
で
の
期
間
は
。

答

年
間
の
使
用
許
可
申
請
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
営
墓
地
か
ら
の

改
装
分
を
年
間
返
還
件
数
を
も
と

に
三
〇
柱
、
共
同
墓
地
か
ら
の
改

装
分
や
自
宅
に
保
管
し
て
い
る
分

な
ど
を
三
〇
柱
の
計
六
〇
柱
と
見

込
ん
で
お
り
、
使
用
開
始
か
ら
五

〇
年
間
受
け
入
れ
る
も
の
と
し
、

三
、
〇
〇
〇
柱
と
し
て
お
り
ま
す
。

問

埋
蔵
さ
れ
て
か
ら
使
用
期
間

が
過
ぎ
た
遺
骨
の
取
扱
い
は
。

答

市
営
合
葬
墓
で
受
け
入
れ
た

焼
骨
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
合
葬
墓
に
埋
蔵
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

問

死
後
事
務
委
任
契
約
と
は
。

答

死
後
事
務
委
任
契
約
は
、
生

前
に
委
任
者
が
、
亡
く
な
ら
れ
た

際
の
死
亡
届
の
提
出
、
葬
儀
の
手

配
、
遺
骨
の
埋
蔵
、
医
療
費
の
支

払
い
な
ど
の
事
務
手
続
き
を
、
第

三
者
に
委
任
し
て
お
く
契
約
で
ご

ざ
い
ま
す
。

問

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
周

知
・
広
報
の
考
え
方
は
。

答

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
令
和
五
年
十
二
月

か
ら
合
葬
墓
使
用
者
の
募
集
を
開

始
し
、
六
年
二
月
か
ら
供
用
開
始

を
予
定
し
て
お
り
、
市
民
の
ひ
ろ

ば
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
周

知
広
報
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問

合
葬
墓
の
名
前
や
愛
称
を
公

募
し
て
は
ど
う
か
。

答

合
葬
墓
の
い
わ
ゆ
る
愛
称
に

つ
き
ま
し
て
は
、
他
都
市
の
状
況

等
を
調
査
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
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九
月
議
会

■ 令和４年度決算について ■

一般会計は、歳出２，８７９億

７，０５９万３千円、歳入２，９７

０億４，７３１万６千円で、翌年度

へ繰り越す財源を差し引いた結果、

６５億９，１１１万２千円の黒字と

なりました。



問

全
国
で
発
生
し
て
い
る
ト
ラ

ブ
ル
の
種
類
と
要
因
は
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
に

お
け
る
総
点
検
の
中
間
報
告
に
よ

り
ま
す
と
、
健
康
保
険
証
や
共
済

年
金
、
障
害
者
手
帳
情
報
等
の
紐

づ
け
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
多
く

は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
照
会
の

際
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
の
基
本
四
情
報
全
て
の
照
合

を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

問

本
市
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
を

自
主
返
納
し
た
件
数
は
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
不

安
等
を
理
由
と
し
た
本
市
へ
の
返

納
件
数
は
、
本
年
四
月
か
ら
七
月

末
ま
で
で
、
二
九
件
で
す
。

問

各
方
面
に
相
次
い
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
実
務

を
行
う
地
方
自
治
体
と
し
て
、
国

に
対
し
て
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、

シ
ス
テ
ム
の
総
点
検
や
見
直
し
を

要
請
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
見

解
を
。

答

国
に
対
し
ま
し
て
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
係
る
課
題
等
の

早
期
解
決
を
図
り
、
信
頼
回
復
に

向
け
て
取
り
組
む
よ
う
、
全
国
市

長
会
な
ど
を
通
じ
て
、
強
く
要
請

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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※ 画像はイメージです。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
つ
い
て政

府
は
先
の
通
常
国
会
で

成
立
し
た
地
域
公
共
交
通
の

再
編
関
連
法
を
十
月
一
日
に
全
面
施
行
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
「
大
量
輸
送
機
関
と
し

て
の
鉄
道
の
特
性
」
を
生
か
す
の
が
困
難

な
ロ
ー
カ
ル
線
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
や

自
治
体
の
要
請
を
受
け
、

国
が
「
再
構
築
協
議
会
」

を
設
置
。
地
域
に
適
し

た
交
通
手
段
を
話
し
合
い
、
バ
ス
な
ど
鉄

道
で
は
な
い
方
法
に
転
換
す
る
場
合
で
も

財
政
支
援
を
行
う
と
い
う
も
の
で
、
同
法

は
事
業
者
と
自
治
体
の
連
携
促
進
が
「
国

の
努
力
義
務
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
に
拍
車
が

か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
あ

り
ま
す
。
九
月
議
会
で
、
二
〇
二
一
年
の

指
宿
枕
崎
線
の
一
キ
ロ
当
り
の
一
日
平
均

乗
客
数
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
喜
入
～
指
宿

間
が
一
，
六
七
四
人
、
指
宿
～
枕
木
間
が

二
四
〇
人
」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。
さ
ら

に
本
市
の
対
応
で
は
「
鉄
道
は
地
域
住
民

の
日
常
の
交
通
手
段
と
し
て
大
き
な
役
目

を
果
た
す
と
と
も
に
、
沿
線
地
域
の
振
興

や
観
光
客
の
誘
致
等
を
進
め
る
上
で
も
重

用
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
、
指
宿
枕
崎
線
輸
送
強
化
促
進
期
成

会
等
を
通
じ
て
国
や
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
す
る

要
望
活
動
を
行
う
ほ
か
、
利
用
促
進
を
図
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
と
も
、
鉄
道
路
線
の

維
持
・
存
続
に
向
け
、
県
や
沿
線
自
治
体

等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
い
う
答
弁
で

し
た
。
地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
、
路
線
バ
ス
等

も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
乗
務
員
の
低
賃

金
、
長
時
間
労
働
に
よ
る
乗

務
員
不
足
、
そ
れ
に
コ
ロ
ナ
が
追
い
打
ち

を
か
け
、
バ
ス
路
線
そ
の
も
の
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

防
衛
費
に
五
年
間
で
四
三
兆
円
も
か
け
る

と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を

公
共
交
通
に
ま
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
。
政
治
の
力
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
張

地
域
公
共
交
通
を
守
ろ
う
。




